
ウラ指導の一発逆転模試が的中する理由

考察

小項目 Ｈ３～Ｈ１２年度
問題コード

Ｈ１３～Ｈ２２年
度

０５０１２
０８０１３ 「１９０１４」

１００１４ 「１３０１１」
０９０１１ 「１４０１１」

「１６０１１」
「１８０１３」
「１９０１１」
「２２０１１」

０４０１１
１１０１１
０３０１１ 「１５０１４」
０３０１３ 「１４０１５」

「１５０１２」
「１９０１３」

０８０１２
１１０１２ 「２２０１２」
０９０１３
０４０１３
０６０１１
１２０１１
０３１８１ 「１３０１４」

「２００１４」
０９０１４
０５０１３
１００１２
０３０１４ 「１６０１３」

延焼のお
それのあ
る部分

１２０１５ 「１８０１４」
「２００７５」
「２１０１３」

０３０１２
０５０１５
１００１１ 「１３０１５」

居室

主要構造
部

設計図書

「用語の定義」項目からの
出題傾向一覧（平成３年～22年度）

建築物

特殊建築
物

建築設備

また，「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」，「Ｄ」，「Ｅ」のうち，とりわけ，「Ｂ」の知識が重要で，「Ｅ」の知識がさほど重要でないものである場合に
は，当然，「Ｅ」に比べて「Ｂ」の方の出題頻度が増えます．場合によっては，連続して出題されることもあります．例えば，今回
掲載した「用語の定義」という項目でいえば，「特殊建築物」，「建築設備」，「主要構造部」といった小項目の出題頻度が高い
ことが分かります．尚，これまで私達が，検証し続けてきた結果，平成３年以降の過去問題をマスターすることで，合格に必要
となる知識を完全に抑えられるということも判明しております．そのためウラ指導では，学科試験攻略法として，平成３年以降
の過去問題をマスターすることを推奨してきました．ゆえに，この分析表においても，平成３年以降の過去問題についてその
出題傾向を一覧表化してあります．ただし，「一発逆転模試」では，これまでの出題傾向を徹底して分析した上で問題を作成
しておりますので，平成３年以降の過去問題を完全にマスターしきれていない方であっても当然，ピンポイントな学習効果を
得ることが可能です．

何故，「一発逆転模試は的中するのか？」について説明させて頂きます．ご存知の通り，学科試験の試験範囲は非常に膨大
です．ただし，出題される問題数は，計画２０問×４選択肢＝８０選択肢，環境・設備２０問×４選択肢＝８０選択肢，法規３０
問×４選択肢＝１２０選択肢，構造３０問×４選択肢＝１２０選択肢，施工２５問×４選択肢＝１００選択肢，となります．これを
１問１答式で考えると，かなり絞られた問題数でしか受験生を試すことができない，という絶対的なルールが存在し，それこそ
が学科試験を攻略する上での最大のポイントであることがわかります．尚，１教科は，約３０程度の項目に分類することがで
きます．左側の表には，法規科目の「用語の定義」という項目における平成３年～２２年度までの２０年分の出題傾向を一覧
化したものです．「用語の定義」という項目は，「建築物」，「特殊建築物」，「建築設備」といった小項目にさらに区分されます．

話は変わりますが，これまでの過去問題を１問１答式に直し，それらを全てデーターベース化した上で多角的に検証を繰り返
し続けたところ，ある法則が見えてきました．それを分かり易く説明しますと，この学科試験に合格するために必要となる知識
がある項目（例：用語の定義）において，「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」，「Ｄ」，「Ｅ」の５つあったとします．そのうち，ある年に，「Ｃ」について
出題されたとしましょう．その翌年には，「Ａ」が出題されたとします．すると，さらに次の年には，「Ｂ」，「Ｄ」，「Ｅ」のうちのいず
れかが出題されます．仮に，「Ｂ」が出題されたとしたら，その次には，「Ｄ」か「Ｅ」のうちのどちらかが出題される可能性が高く
なるわけです．ちなみに，新問題として，「Ｆ」という知識が出題された場合には，学科試験合格のために必要になる知識は，
「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」，「Ｄ」，「Ｅ」，「Ｆ」の６つに増えます．皆さんも，「効率よく学科試験を合格するためには，過去問題をマスター
すればよい」という話をしばしば耳にしてきたと思いますが，その最大の理由は，過去問題をマスターすることによって，先に
述べた合格するために必要となる知識（「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」，「Ｄ」，「Ｅ」，「Ｆ」）を最も効率的に，かつ，短時間で把握することが
できるからです．
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０４０１２
１１０１４ 「１５０１１」

「１９０１５」
０８０１１
０３１８３
１２０１４ 「２００１２」
０７０１３

建築主 ０５０１４

工事施工 １２０１３ 「１３０１３」
「１９０１２」

０８０１５
１２０１２
０４０１５
１１０１５ 「１５０１３」

「２００１１」
０７０１１
０３０１５ 「１５０１５」
０６０１２
１１０１３
０７０１２ 「１３０１２」

「１６０１２」
１００１３

避難階 ０７０１４ 「１４０１４」
「１６０１５」
「２１０１１」

外壁後退
距離

０７０１５

防煙壁 ０９０１５ 「２００１３」

耐水材料

建築

大規模の
修繕

構造耐力
上主要な
部分

敷地

地階 左記の一覧表において，例えば，「建築物」という小項目についてＨ３年以降に出題された問題は，問題コード
「０５０１２」，「０８０１３」，「１００１４」，「１３０１１」，「１９０１４」の５問であることが読み取れます．「建築物」という小項目につい
ては，平成３年～１２年までの期間において，問題コード「０５０１２」，「０８０１３」，「１００１４」の３問が出題されています．さら
に，近年（Ｈ１３～２２年度）においては，Ｈ１３に問題コード「１３０１１」，Ｈ１９に問題コード「１９０１４」として出題されているの
が分かります．その際，問題コード「１３０１１」は，問題コード「１００１４」の類似問題として，問題コード「１９０１４」は，問題コー
ド「０８０１３」の類似問題として出題されています．また，「建築設備」という小項目の欄にある問題コード「１４０１５」，「１５０１
２」，「１９０１３」は，共に，問題コード「０３０１３」の類似問題です．つまり，問題コード「０３０１３」の類似問題が３問，近年問題
として出題されていることが分かります．このように，各問題毎の重要度も判定することができます．尚，近年に出題されてい
る問題の類似元となっている問題については，黄色で色付けしております．また，近年問題として出題されている小項目に
は，水色で色付けしております．

以上のような分析をもとに，各教科ごと，各項目ごと毎年，分析・検証を繰り返し，さらに，各種法改正状況や，「住宅関連
法」，「懲戒処分」，「ＣＡＳＢＥＥ」，「建築の地震PML評価」，「アスベスト対策」，「建築物の解体等（改修）に伴う有害物質等の
適切な取り扱い」などいった新問題対策問題を加味した上で作成されている模試がウラ指導の一発逆転模試です．毎年，一
発逆転模試の的中率が高くなる理由がここにあります．

左記の一覧表では，学科試験問題の過去問題を四肢択一ではなく各選択肢毎に，１問１答化し，全て５桁のコード表示により
扱っています．はじめの２桁が「年度」，次の２桁が「問題番号」，最後の１桁が「何番目の選択肢か」を表します．
　例：平成５年８問目３番目の選択肢の場合→コード０５０８３
　例：平成１３年１１問目２番目の選択肢の場合→コード１３１１２

また，出題傾向の分析においては，Ｈ（平成）３～Ｈ１２年までの１０年分と，Ｈ１３～Ｈ２２年までの１０年分とを次のように区分
しています．
  Ｈ３～Ｈ１２年までの過去問題＝「１０年分の基本問題（比較的，新問題の出題割合が低い）」
Ｈ１３～Ｈ２２年までの過去問題＝「近年問題（比較的，新問題の出題割合が高い）」


